
黒部市から指定管理者の指定を受け、吉田科学館の管理運営を行う。
館の設置目的である「青少年の科学教育の場」として、また「市民の科学・文化活動の場」として事業を推進した。
平成２７年４月１日から平成２８年３月３１日までの事業及び利用状況は、次のとおりである。

期間 回数

6/6～9/6 7,526 人

15,291 人

4/1～4/19 ・巡回写真展「富山県ナチュラリスト協会写真展」 835 人

4/25～5/9 ・巡回写真展「すばらしき朱鷺・動物」 1,124 人

5/1～5/31 ・企画展「新幹線が黒部にやってきた」 1,823 人

5/13～5/31 ・沢田みどり写真展「祝　北陸新幹線開業記念　鉄道写真展」 939 人

共催事業 7/1～9/6 ・吉田科学館オリジナル「プラネタリウム番組原画展」 5,406 人

巡回写真展等 7/4～7/5 ・魚津地区理科自由研究・発明くふう展参考展 525 人

9/12～9/23 ・黒部市少年少女発明くふう展 1,110 人

9/30～10/4 ・黒部市小中学校児童生徒科学作品展覧会 464 人

10/11～24 ・巡回写真展「花鳥風月展」 547 人

11/7～29 ・巡回写真展「すばらしい自然を」 1,970 人

3/5～31 ・巡回写真展「富山県ナチュラリスト協会写真展」 548 人

●一般投映および学習投映の実施(投映日数165日） 6,547 人

(11月30日より翌年4月28日まで リニューアル工事のため投映休止）

◆一般投映

4/1～5/31 88回 春番組：「ポケットモンスターＸＹ　宇宙の破片」（購入） 1,306 人

6/6～9/6 136回 2,668 人

9/12～11/29 101回 1,353 人

◆学習投映

6/10～7/3 18回 706 人

◆幼児投映

7/4～8/29 12回 425 人

◆学習投映

10/7～11/27 1回 89 人

◆立体映像
4/1～5/31・9/12～11/29 「天から山から～黒部の水～」

　プラネタリウムとセットで投映した。

土日祝日 「Ｍｉｔａｋａ」（４次元デジタル宇宙ビューワー）

最新の宇宙空間を自在に飛び回れるビューワーソフト「Mitaka」を、

　土日祝日にプラネタリウムとセットで投映した。

◆ドーム映像

4/1～5/31 「BACK TO THE MOON FOR GOOD」

6/6～9/6 「ポケットモンスターXY　宇宙の破片」

11/28・29 ●プラネタリウム祭り 935 人

第3土曜日 10回 ●天文教室 385 人

天文・宇宙教室 4・6・7・8･10月 ５回 33 人

普及事業

7/25 1回 42 人

自主事業

プラネタリウムの投映

プラネタリウム祭り

内　容

平成２７年度　黒部市吉田科学館　事業報告
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●共催事業・巡回写真展等、計11回の展示事業を開催

中学校３年：「地球と宇宙」（再投映） 

ゲスト：上坂浩光氏・伊東昌市氏・大西浩次氏

夏番組：「ジルコンじいさんを探せ！－黒部の山・川・海で大冒険ー」（ｵﾘｼﾞﾅﾙ） 

秋番組：「モジャコの旅　～富山湾の不思議な水～」（再投映） 

小学校４年：「そらみの星空ウオッチング」（ｵﾘｼﾞﾅﾙ・再投映） 

幼児：「たなばたのほし」（再投映） 

　　　　　滝沢卓氏・良鳴竜一氏・張鶴氏

リニューアル前最後のプラネタリウム祭りということで、プラネタリウムを

中心に、講演会・ワークショップ・JAXA協力のコズミックカレッジ・

星と音楽の夕べなどを開催した。

（定例以外の開催：4/4皆既月食・8/12ﾍﾟﾙｾｳｽ座流星群・9/27中秋の名月）

●初めての天体望遠鏡教室

天体望遠鏡の使い方を学んで操作できるようになる教室。

●全国同時七夕講演会2015　

「国際ひかり年」星の光から宇宙の光へ　講師：大西浩次先生

観覧者数及び
参加者数

黒部を代表する観光地の見どころと、その背景となっている自然についてご紹介した。

●特別展「よくあそび、よく学べ！黒部の見どころとジオパーク展」
年間多くの観光客が訪れる黒部市。この展示では生地・宇奈月温泉・黒部峡谷といった
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期間 回数 内　容 観覧者数及び
参加者数

10/3・4 2回 118 人

天文・宇宙教室 11/7 1回 49 人

普及事業

11/27 1回 156 人

4/25・10/24 2回 80 人

プラネタリウムの 第4土曜日 5回 149 人

多目的利用

8/15～16 2回 41 人

5/2 1回 ●恐竜時代の化石が見つかるかも？－ｼﾞｵにふれるﾋﾟｸﾆｯｸー 17 人

8/15 1回 ●恐竜時代の化石を探そう 49 人

8/30 1回 ●化石クリーニング講座 31 人

6/13 1回 ●日本地質学会　中部支部年会 46 人

8/1・10/31 2回 46 人

4/26 ●ジオパーク自然教室「春の野鳥観察会」 28 人

8/9 ●ジオパーク自然教室「川の生き物たちと親しもう」 24 人

11/21 ●ジオパーク自然教室「秋の野鳥観察会」 27 人

1/30 ●ジオパーク自然教室「黒部の雪を楽しもう」 15 人

7/26 ●黒部川水のコンサート＆フェスティバル 18 人

2/16 ●雪まつり 24 人

毎月 12回 ●親子工作教室 377 人

13回 ●工作教室（学校行事等の利用） 484 人

常時 ●自由工作教室 581 人

5/10 1回 ●折り紙ヒコーキづくり体験（「あこや～の」協力事業） 100 人

毎月 12回 ●黒部少年少女発明クラブ 373 人

9回 ●村椿科学工作クラブ 88 人

8/2 1回 ●おもしろ実験と科学工作を楽しむ会 44 人

4/1～5/31 76回 ●耐震のふしぎ 779 人

6/6～9/6 134回 ●水のふしぎ 2,704 人

9/12～11/29 78回 ●音のふしぎ 752 人

青少年のための科学の祭典 9/27 1回 ●15’青少年のための科学の祭典 657 人

そ
の
他

その他 各部屋の利用等 4,568 人

43,184
人

ド
ー
ム
利
用
事
業

講
座
体
験
学
習
事
業

ジオパーク関連事業

工作教室

サイエンスショー

●灯台まつり

●星空トロッコ

黒部峡谷鉄道の事業に協力として参加。欅平で星空解説を行った。

●伊東昌市氏講演会（石田小学校対象）

石田小学校主催の「Mitakaを活用した特別投映」を開催した。

くろべ牧場にて行われた「雪まつり」にて雪の観察会など行った。

●マタニティプラネタリウム

妊産婦を対象に星空のもと胎教音楽を聞きながら心安らぐひとときを

過ごしてもらった。

●癒しのプラネタリウム

週末の夜、満天の星空と癒しの音楽に包まれながら、リラックスした

のべ利用者数合計

ひとときを過ごしてもらった。

●ちびっこプラネ

小さなお子さまにも分かりやすく星の話をした。

立山黒部ジオパーク内を流れる境川と黒部川の石を比べて地学に

親しみをもってもらった。

朝日町で見つかるジュラ紀の岩石の中から化石を探した。

富山県の化石を含む岩石を使ってクリーニング体験をした。

●ジオパークリレー講演会

「富山湾の生き物」・「石ころから恐竜時代の大地をのぞく」

いくじ灯台の夜間開放に合わせて星空解説開催。悪天候のため

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰを使って星空解説を行った。
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